
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

滋賀県近江八幡市の八幡山ロープウェー（運営：近江鉄道株式会社、代表取締役社長：飯田 則昭）では、

受験シーズン本番を控えた受験生のみなさまを応援するため、２０２２年１２月２４日（土）から「～合格

祈願～ 上り
の ぼ り

/城址
じょうし

 記念券」を配布します。 

この「～合格祈願～ 上り
の ぼ り

/城址
じょうし

 記念券」の配布は、２０２０年１月から毎年受験シーズンに行っており、

今回が４回目となります。 

券のサイズ縦２.５ｃｍ×横５.７５ｃｍの硬券仕様で、券面表には、ロープウェー上り区間（公園前駅か

ら八幡城祉駅まで）が記載されており、「上り調子（のぼりちょうし）で運気を高める」という願いを込め

ております。また、券面裏には、八幡山山頂の村雲御所瑞龍寺門跡（八幡山城本丸跡にある日蓮宗の寺院）

に雲八神佛が祭られている、その１つで学業成就の御利益があると言われている「村雲地蔵尊（おじぞうさ

ま）」をイメージしたイラストが描かれ、受験合格「花咲く（はなさく）」にちなみ「８７３９」のナンバー

が記されています。 

配布枚数は５００枚で、八幡山ロープウェーの乗車券（往復券もしくは片道券）をお持ちのお客さまお一

人さま１枚の配布となります。 

なお、この記念券ではロープウェーにはご乗車いただけません。 

詳細は、別紙のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

News Release 
2022年 12月 14日 

近江鉄道株式会社 

 

八幡山ロープウェー 受験生応援企画 頂上にのぼって”上り調子”へ！！ 

「～合格祈願～ 上り
のぼ り

/城址
じょうし

 記念券」を配布します 

  

「～合格祈願～ 上り(のぼり)/城址(じょうし) 記念券」 

見本 

見本 



【別紙】 

八幡山ロープウェー 「～合格祈願～ 上り/城址 記念券」の配布について 

 

１．名 称  「～合格祈願～ 上り
の ぼ り

/城址
じょうし

 記念券」 

 

２．配布期間  2022年 12月 24日（土）～配布枚数終了まで 

※2023年 2月 1日（水）から 2月 10日（金）まで設備更新工事のため運休となります。 

 

３．配布場所  八幡山ロープウェー八幡城址駅出札 

 

４．配布枚数  500枚 

         ※八幡山ロープウェーの乗車券（往復券もしくは片道券）をお持ちのお客さまおひと

りさま 1枚となります。 

５．仕 様  縦 2.5cm×横 5.75cmサイズ、硬券 

 

６．そ の 他  本券でロープウェーにはご乗車いただけません。 

別途乗車券をご購入ください。 

      【乗車料金】 

      往復 おとな（12歳以上）890円／こども（6歳から 12歳未満）450円 

      片道 おとな（12歳以上）500円／こども（6歳から 12歳未満）250円 

 

７．アクセス 

所在地：滋賀県近江八幡市宮内町 257 

＜お車の場合＞ 

名神高速道路竜王 ICより 12km、八日市 ICより 16km 

無料駐車場あり（台数に限りがあります） 

＜電車・バスの場合＞ 

JR・近江鉄道「近江八幡駅」から長命寺行きバスで約 7分、 

「八幡堀（大杉町）八幡山ロープウェー口」下車徒歩約 5分 

（バス運賃：おとな片道 220円、こども片道 110円） 

 

８．お客さまからのお問合せ先 

八幡山ロープウェー TEL.0748-32-0303（9：00～17：00） 

https://www.ohmitetudo.co.jp/hachimanyama/ 

 

 

 

 

https://www.ohmitetudo.co.jp/hachimanyama/


【参考】 

≪村雲八神佛とは≫ 

八幡山頂上の村雲御所瑞龍寺門跡に祭られています。 

 

観世音菩薩（かんのんさま） 良縁・抜苦与楽・願望成就 

 

村雲地蔵尊（おじぞうさま） 学業成就・水子供養 

 

妙見大菩薩（みょうけんさま） 厄除招福・諸願成就 

 

大黒天神（だいこくさま） 商業繁栄・福聚無量 

 

金生稲荷大菩薩（おいなりさま） 家運隆昌・五穀豊作 

 

釈迦牟尼仏（おしゃかさま） 大慈大悲・成仏の果を与う 

 

子育鬼子母神（こそだてきしぼじんさま） 安産子育て 

 

日蓮大聖人（にちれんさま） 末法救護の大導師・南無妙法蓮華経 

 

 

村雲御所瑞龍寺門跡 

村雲御所瑞龍寺門跡は 1596 年（文禄 5 年）、豊臣秀次の生

母（秀吉の姉）日秀尼公により、秀次の菩提を弔うため、 後

陽成天皇から瑞龍寺の寺号と京都村雲の地に賜り創建され、

1961 年（昭和 36 年）に京都より この八幡山へ主要建物

が移築されました。日蓮宗唯一の門跡寺院です。 


